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見 守 り
在宅生活を
続けるための

わたなべともひと
大学卒業後、大手小売店を経て、父親が創業したぱんぷきん株式会社へ入社。常務取締役として事業統括をし
ていたが、2011年3月東日本大震災によって事業所の半数以上が被災。事業継続も危ぶまれるほどの被害を
受けるも地域内外から物心両面の支援を受け事業再建を決意。現在は、「地域の再生と経営の強化」をテーマに
在宅介護サービスを中心に異業種と連携した生活支援サービスや介護予防サービスも手掛ける。

取材協力 ▶渡邊 智仁さん ◉ �ぱんぷきん株式会社 代表取締役、NPO法人ぱんぷきんふれあい会 
理事長、介護支援専門員

東日本大震災ではコミュニティが崩壊し、高齢者の社会的孤立や生活不活発病など

が問題となっています。震災当時から一貫して地域再生に尽力してきた渡邊さん

は、試行錯誤の末、住民が主体的に参加する“通いの場”が、地域づくりの“装置”

になると気付きました。見守りの体制作りのポイントを聞きました。（ ）

地域作り

顔見知りの関係があっての“見守り”
地域住民が支え合う、装置としての“通いの場”

　　地域住民を主体とした見守り体制を構築しようと考え
たきっかけは何ですか。

大きなきっかけは東日本大震災でした。弊社には当時、
11カ所の事業所があったのですが、半数以上の6カ所が
被災して、残念ながら職員や利用者さんの中には亡くなっ
た方もいました。壊滅的な状況の中で、事業再建も含めて
地域の復興を考えていかなくてはならないときに、圧倒的な
マンパワー不足、中でも、支援が必要な高齢者に対して限
られた専門職ではとても対応できない現状に直面し、地域
のあらゆる社会資源と連携しながら住民を支えていくことの
必要性を痛感しました。そこで平時から地域とつながり、必
要とされる事業者になる必要があると決意して今に至りま
す。2013年には NPOぱんぷきんふれあい会（以下、ぱん
ぷきん）を設立、“事業経営と地域再生を同時に行う活動”
をテーマに、今まさに進めているところです。

　　2016年度には「石巻市における見守りと買い物支援
に関する試行事業＊1 」を実施していますが、どのような経緯
で始めたのですか。

被災地では集落全体が壊滅して生活再建を進めていく
際に、被災者は「避難所→仮設住宅→復興住宅」という
ように居住地の移行を余儀なくされます。この3つのフェーズ

で毎回、住民は隣近所との付き合いがなくなってしまう事態
を経験します。特に災害弱者である高齢者は新しい生活に
馴染めない人も多く、次第に人との接触を好まなくなり交流
することがなくなるという事態も起こります。集会所を作るな
ど行政の支援もありますが、個別のきめ細かいサポートまで
は望めません。地元にいる私たちのような事業者が地域の
人たちと一緒に力を合わせなければ、専門職と住民がつな
がる見守り体制は作れないのではないかとの思いで試行事
業を始めました。

震災を経験して、
・�人とのつながりやコミュニティを軸として生活そのものを支
えていく“仕組み”が大切

・�要介護高齢者へのきめ細かなサービスはもちろん、予防
の段階から高齢者とのつながりを持つ接点を作っておくこ
とが大事

・�人は困ったからといって、なかなか見知らぬ人に支援を求
めることができず、信頼関係を構築する上で平時から顔の
見える関係作りが大事
ということを痛感しました。しかしながら、私たち地元事業

者であっても、地域の人たちとの信頼関係を築くのはなかな
か難しいことでした。地元企業として、地域に信頼され、な
くてはならない企業として地域に頼られる存在になるために
はどうしたら良いか模索していました。そうした中で、地域
の高齢者と信頼関係を作る上で、地域に住まう当事者が感
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支援する団体です。（図1）。「助け合い活動をしましょう」と
いっても誰もが自主的に行えるものではありません。それで
互助関係を作る一手段として、ぱんぷきんでは小さい単位
の住民が交流できる“通いの場”を作ります。1つの通いの
場は10～20人の地域住民で構成され、この集まるメンバー
同士で互いを気にかける見守り体制を構築していきます。
考え方としては通いの場の中で、まず顔の見える人間関係
を作ります。すると通いの場に集っていた参加住民の間か
ら自然と「〇〇さん、最近来なくなっちゃったね」などの気に
なることが起こってきます。そうしたら「じゃあ、私、顔を出
して見てくるわ」と参加者にフォローに行ってもらうようにする
んです。先ほどの試行事業とは順番が逆でしょう？ 　ぱん
ぷきんにはさまざまな活動内容の通いの場がありますが、
今、言ったように「通いの場作りをして、そこで顔見知りの
関係を作り、関係を作った後で、そこに住む人たちが困っ
ていることを通いの場から吸い上げ、どのように解決するか
話し合いをしていく」という流れが大きなポイントです。

通いの場の1つ「ふまねっと運動教室（写真）」では、ま
ずはぱんぷきんが呼びかけて教室を開催しますが、地域住
民の居場所としての意識が高まってきたら、ぱんぷきんが教
室運営の伴走をしながら、参加する住民が運動教室の担
い手として、通いの場を自分たちのものとして継続してもらい
ます。その通いの場の中で、暮らしのちょっとしたお困り事
の声が上がればそれに対応できる支援団体へつないだり、
介護の相談があれば直接ケアマネジャーが対応するケース
もあります。参加している人には「〇〇さん、最近参加して
いないので、ちょっと見てきてもらえませんか」などと負担に
ならないような程度のお願いをして、後から情報をもらって
必要があればしかるべき所にぱんぷきんがつなぎます。この

じている課題を地域住民や地元企業と共に解決方法を考
えることで緩やかな見守り体制の構築と、困ったときには専
門職とつながる仕組みができるのではと試行事業に取り組
みました。

本事業は、単年度のもので3月末までに成果報告書を作
成する必要があり、かなり時間的な制限がある中で実施しま
した。3カ月のニーズ調査、ネットワークを作り、ニーズがあ
る人を募集して実践して、効果・検証をするというものです。
日常生活用品の買い物支援を実施している地元の企業を
見つけ出し、ぱんぷきんの活動を通じて見守りとしての“駆
けつけ”をしてくれる地域住民ボランティアを探し出す、これ
らを短期間でやるには厳しいものがありました。

本事業は要介護状態前の交流を望まない方へ、訪問に
よるつながりを作ることを目的としていましたが、この訪問によ
って、忙しいケアマネに代わってケアマネの目となり耳となるよ
うな活動を地域住民に担ってもらおうというのが私の考えで
した。でも、担い手側からすれば、全く知らない人の家に行
くのは抵抗があったんですね。それに、すべての買い物支
援ニーズに応えられるほどの協力者を集えなかったこともあ
り、利用ニーズに応えきれない仕組みになっては長続きしな
いと判断しました。本事業を反省材料として現在は、住民
同士が直接交流し顔の見える、“通いの場”作りを行ってい
ます。

　　　“通いの場”ではどのような活動をしていますか。ま
た、試行事業と“通いの場”では、見守りの体制の面で
どのような点が異なりますか。

NPO法人ぱんぷきんふれあい会は住民の互助関係を

図1　�NPO法人ぱんぷきんふれあい会の活動
内容

・ボランティア人材の発掘・養成事業
・�高齢者を中心とした地域の支えあい互助活動支

援事業

・健康づくり指導者の養成
・地域の健康教室の企画・運営
・地域住民相互の暮らしの困り事サポート事業

　NPO法人ぱんぷきんふれあい会では、地域住民が互助力を高
め、住民主体でコミュニティの再生を進めていく視点が重要と考
え、地域に住まう住民が自ら地域課題の把握に努め、様々な方と
の交流を通じて課題解決ができる地域づくりの支援、実践活動を
行っている。また、同法人グループ（ぱんぷきん株式会社）では、
サービス拠点ごとに専門職と地域住民がつながる機会として健
康相談や交流会等のイベントなど地域貢献活動を実施している。

ふまねっと運動教室の様子。ふまねっと運動は、震災の時のボラ
ンティア支援でつながった人たちと10年近く続けている。地域
の元気な高齢者の方々に講師役（ふまねっとサポーター）になっ
てもらい、閉じこもりがちな高齢者との交流を兼ねて運動を行
う。石巻市界隈では100人以上のサポーターを養成した
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ように住民にすべてをお任せするのではなく、通いの場では
活動とコーディネーターの役割を分けて分担できるようにし
ておくと継続しやすいと思います。

通いの場を地域住民の声が集まる“装置”にして、そこ
からつないでいくんです。通いの場からいろいろな話が出て
きますよ。例えば、「石巻市軽度生活援助訪問型サービス」

（図2）という新たなサービスを創設しました。これは石巻市
と、「介護予防・日常生活支援総合事業における住民主体
サービス（B型）」を一緒に作ったものですが、「掃除を手伝
ってほしい」といった生活支援ニーズを持つ要支援高齢者
の声と、地域貢献意欲の高い高齢者やスキマ時間を使って
社会とのつながりを持ちたい子育て世帯の方などに活動の
場の提供をマッチングしたものです。特定の研修を受講す
ればだれでも参加できる住民主体の訪問型サービスとなっ
ており、有償ボランティアとして謝金もお支払いしています。

　　見守りの体制を作るコツは何でしょうか。

地域とつながること。そしてかかわる人々が無理なく、長
く継続できる仕組み作りの視点が大事だと思っています。そ
のためには通いの場に集まり、集まった者同士の互助の意
識をつなぐ仕掛けが必要です。しかし、その活動を個人の
頑張りにゆだねてしまうと、全てではありませんが長続きしな
いところが出てきてしまいます。

また、早期発見・早期介
入の視点も大事です。専
門職が全ての方を見守る
ことは難しいので困りごと
を抱えている方とつながる
ルートを構築する工夫が
必要でしょう。その際にも
通いの場作りは効果的と
考えます。ただ、それは地
域の人々が集まりやすい
場所であれば喫茶店等、
その人たちにとって集まれ
る場所であればどんな形
でも構いません。そこに専
門職がかかわる工夫があ
ればいい。例えばケアマネ
だったら、そういう場所に
行き、地域の方と顔見知り
になれば、困ったときに

「あの人に聞けばいいの
かな」と地域の方は思い浮かべることができます。話を聞く
ルートを作ってあげることが、いわゆる見守りをしていくときの

“仕掛け”だと思っています。
見守りというと「マンパワーが足りない」と言われますが、

必ずしも自分たちだけで行わずとも工夫次第でできる可能
性はたくさんあります。人が集まる場所を見つけたり作ったり
して、そこに集まる人たちに専門職とのつながり方を伝えるこ
とができれば自然と見守りの役割を果たしてくれていると思
います。

ただ一方で、信頼関係の構築は難しい。住民とのつなが
り作りといって、通いの場などへズカズカとこちらの都合で入
り込んでいったら受け入れてもらえませんので、それなりに時
間をかけていかないといけませんね。指導的立場でかかわ
らないほうが良いのは言うまでもありません。「何か困ってい
ることあったら言ってくださいね」なんて言った瞬間から、
「別に困ってないし」と言われて終わってしまいます。それに
困っている人は現状維持バイアスが働いて、困っていること
すら認識していなかったりします。特に高齢者は周囲が心
配するほど本人が自覚していないことも多い。地域とのつな
がりを持つには、専門職が仲間に入れてもらうという意識で、
かかわり方には気を付けた方が良いと思います。

図2　�石巻市軽度生活援助訪問型サービスのチラシ

＊1　厚生労働省 平成 28年度老人保健健康増進等事業『地域を支える介護
事業者とは―生活支援。介護予防サービス創出の手引き』全国介護事業者協
議会発行、43～ 45ページ。
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